
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 第１回 木城町議会定例会「一般質問事項」 

 

■ 甲斐 政治 議員（９番） 質問方式：一問一答式 

 質問番号１（答弁要望：町長） 

  シルバー人材センター廃業に伴う影響について 

 質問の要旨 

①シルバー人材センターが請け負っていた業務で町内に受け皿のないものは町外業

者に発注する事になり金額も上がったと聞くがどの程度上昇したのか。 

②ゴミ出し支援とか環境パトロール等は切実な問題であるが、受け皿の確保はでき

たのか。 

③会員の方の雇用の受け皿として社会福祉協議会として出来ることはないのか。 

 

質問番号２（答弁要望：町長） 

  インクルーシブ防災について 

質問の要旨 

①この事業を進めるにあたって住民と地域の人々との繋がりが要と思われるが現

在、地域の繋がりが希薄化しておりその点をどのように思われるか。 

②被災者救助において季節や時間により初動が困難になる場合があると思われる。

例えば、地震が真冬の深夜に起きた場合とか、台風や大雨の場合は事前に予測で

きるが、地震の場合に備えての対策は万全か。 

③要支援者の救助若しくは避難におけるサポートは二重、三重の体制が必要となる

と考えるが、地域においては難しい所がありどのように担保していくのか。 

 

 

３月９日(月)午前９時からの本会議で、下記のとおり 

「一般質問」が行われます。 

【一般質問の方法については、以下の２通りの質問方法を議員が選択します】 

  １．一問一答式：議員の発言時間が３０分以内に制限されますが、 

時間内であれば質問の回数は制限されません。 

  ２．一括方式：議員の発言時間に制限はありませんが、 

          質問回数は３回に制限されます。 

 

 ※ 今回の３月定例会の一般質問は全て「一問一答」方式です。 



質問番号３（答弁要望：町長） 

  町長の三期目の実績について 

質問の要旨 

①１１年間における町長の公約の成果はどのように判断されているのか。 

②出処進退はあくまでも個人の判断ですが、次期への考えは。 

 

 

■ 中武 良雄 議員（６番） 質問方式：一問一答式 

 質問番号４（答弁要望：町長） 

高城児童館の今後の活用方法について 

質問の要旨 

①今年度で高城児童館としての活用が終わるが、今後はどのような活用を考えてい

るのか。 

②この施設は駐車場がなく不便である。使われていない児童プールを解体して駐車

場にする考えはないか。 

③今まで利用していた子供達にとっては帰宅するのに時間を要する。バスの利用等

は可能なのか。 

④児童館としての機能がなくなるので、地区にふさわしい名称に変更する考えはな

いか。 

 

質問番号５（答弁要望：町長） 

    活用されていない公共施設の今後について 

質問の要旨 

①使用されなくなったプールはどうするのか。 

②使用されなくなった農村広場は今後どうするのか。 

 

質問番号６（答弁要望：町長、教育長） 

    本町の二十歳のつどいの今後について 

質問の要旨 

①近年、二十歳のつどいを対象者の参加者割合で見た場合５０％を切っているよう

に見受けられるが、これをどう考えているのか。 

②平成２９年に保護者及び来賓の方に対して成人式の開催日についてアンケートを

実施し、その結果をもって現在に至っていると聞いている。１０年を経過し社会

状況も変化している。再度、アンケートを実施する計画はないか。 

 

 

■ 久保 富士子 議員（３番） 質問方式：一問一答式 

 質問番号５（答弁要望：町長、教育長） 

「歴史と文化をつなぐ高城のにわ」交流拠点整備事業について 

質問の要旨 

①整備を進めるうえで、どのような歴史や文化の魅力を伝えていきたいと考えてい

るのか。 



②この施設が地域においてどのような役割を果たす場所となることを期待している

のか。 

③この施設の利活用および運営について、どのような考え方や方針で進めていくの

か。 

④今後の管理・運営体制および維持管理に係る費用の見通しは。 

⑤住民参加や地域連携をどのように進めていくのか。 

⑥多様な世代の声をどのような方法で取り入れ、整備や運営に反映していくのか。 

⑦専門性を生かした人材活用の考えは。 

⑧江藤医院跡地の整備だけでなく、城山周辺の土地利用も含めた、広い範囲でのグ

ランドデザインを描くことが必要ではないかと考えるが町としてどのように考え

ているのか。 

⑨石原和幸氏による町民向け講演会を開催し町民に理解を深めてもらうことが必要

と思うが町としてはどのように考えているのか。 

⑩館内テナントについて、どのような店舗やサービスを展開していく予定なのか。 

⑪庭園や館内テナントの魅力をどの様に発信していくのか。 

 

質問番号８（答弁要望：町長） 

    地域おこし協力隊および地域活性化企業人の活用について 

質問の要旨 

①定着に至らなかった隊員の理由や背景について、町としてどのような把握・分

析をしているのか。 

②椎葉村では定住率が５０％を超えているが、木城町との違いについてどのよう

に分析しているのか。 

③協力隊が任期後に定住しやすいように、仕事づくりや住まいづくりの確保につ

いて、どのような支援を行っているか。 

④協力隊が任期後も木城町に根付き、地域の担い手として活躍していただくため

に、今後どのように取り組みを進めていくのか。 

⑤企業人材の専門性を生かすためにも、国の「地域活性化企業人制度」を活用し

て専門的な知見を持つ外部人材の活用を検討する考えはあるのか。 

 

 

■ 矢野 哲也 議員（１番） 質問方式：一問一答式 

  

 質問番号９（答弁要望：町長） 

  転入奨励金の年齢要件について 

 質問の要旨 

①世帯の代表者が１６歳以上５０歳未満で木城町に定住する者とあるが、５０歳未

満の制限は要件として妥当なのか。 

 

 

 

 



 質問番号１０（答弁要望：町長） 

  川原自然公園の改修工事について 

 質問の要旨 

①令和８年度の工事設計や積算についてはどのようになっているのか。 

②前回の質問で交付金措置については、県・国と調整するという答弁であったが、

現在の状況はどのようになっているのか。 

 

 

■ 荒川 浩 議員（２番） 質問方式：一問一答式 

 質問番号１１（答弁要望：町長） 

  木城温泉館「湯らら」の設備等について 

 質問の要旨 

①昨年末、東京でサウナの事故が発生したが、湯ららのサウナ施設の非常用の警報

設備等はどのようになっているのか。 

②令和６年第７回定例会において源泉の調査等にはスピード感を持って検討を進め

るとの回答であったが、その後の進捗状況はどのようになっているのか。 

また、施設のリニューアルへの取り組み状況についてはどのようになっている

のか。 

 

 質問番号１２（答弁要望：町長） 

  町内の宿泊施設について 

 質問の要旨 

①木城町内での宿泊施設が町中心部には全くなく、川原、石河内地区に点在してい

るだけである。温泉館を中心にトレーラーハウスを活用した簡易的な宿泊施設を

設置したり、車中泊ができるような場所を設けてみてはどうか。 

 

 質問番号１３（答弁要望：町長） 

  川原自然公園のリニューアルについて 

 質問の要旨 

①令和７年第７回定例会において同僚議員が質問した内容で川原自然公園の改修工

事について、入札不調の調査と検証を行うとの回答であったが、どのような検証

結果となったのか。 

②当初のデジタル田園都市国家構想交付金から、第２世代交付金へ変更するにあた

り施設等の設計見直し等を行ったのか。 

また、隈研吾氏による設計をそのまま次の事業にも採用するのか。採用するの

であればその理由は。 

③隈研吾氏が設計した施設の保守メンテナンス費用等が問題視されているが、その

辺りも含めて検証したのか。 

④次回の入札が前回と同じ結果にならないために、どのような取り組みを行ってい

るのか。 

 

 



■ 中竹 義一 議員（１０番） 質問方式：一問一答式 

 質問番号１４（答弁要望：町長） 

  福祉と防災について 

 質問の要旨 

①町内各地域における要支援者・高齢者の個別避難計画の進捗状況は。 

②インクルーシブ防災事業における災害時ケアプラン作成に３年を要するが現在の

状況は。 

③山間地域における自主防災組織の取り組みの難しさをどう推進するのか。 

④緊急時対応安心カード、サスケの取り組み状況は。 

⑤暮らしや防災情報配信、木城町公式アプリの利用率は。 

⑥町と災害時対応協定の事業者は４８者であるが内容と分類、随時協定の確認はさ

れているのか。 

 

 質問番号１５（答弁要望：町長） 

  次の５０年に向けた対策と人口減少対策について 

 質問の要旨 

①地域再生マネージャー事業の取り組みの進捗状況は。 

②人口減少に適応した地域づくりは。 

③現在における空き家バンクの登録状況と契約成立の件数は。 

 

 

 

 


